


平成23年度防災気象講演会の聴講申込みについて 
 

 講演の聴講を希望される方は、「代表者のお名前」、「参加人数」、「お住まいの市町村」、 
「連絡先電話番号」をご記入の上、  

ＦＡＸ（０９８－８３６－８０８１）または電子メール（okinawa@jma-net.go.jp）  
にて沖縄気象台業務課までお申し込みください。  
※お申込み頂いた方々の個人情報については、本講演会に関する連絡以外利用いたしません。 
※定員（300名）に達し次第、受付を終了させていただきますので、悪しからずご了承ください。 
※駐車場がありませんので、ご来場の際は、民間駐車場あるいはバス、モノレール等の公共交通機関をご利用願います。 
 

                    お問い合わせ先：沖縄気象台業務課（電話：０９８－８３３－４２８３） 
 

司会：高 英子 氏 
     （ＦＭ沖縄 パーソナリティー） 

想定を超える災害にどう備えるのか 

松本 浩司 氏 
 「戦慄」そして「無力感」。東日本大震災の現場に立ったときの感覚をことばで伝えよう
とすれば、この二つに尽きます。 
 東日本大震災を「1000年に一度の災害」という人もいます。本当にそうなのでしょうか？
過去をさかのぼれば東南海・南海地震の同時発生と富士山噴火、九州の半分を吹き飛
ばした火砕流、島全体が全滅した火山噴火や大津波など「想定」を超える災害は繰り返
し起きてきたのです。そのとき行政のハード対策に頼っても身を守ることはできません。想
定を超える災害からも身を守るために私たちに何ができるのか、考えたいと思います。 

自分の命 地域の命 どう守る？ 
稲垣 暁 氏 

 1995年１月17日、神戸市の自宅で震度７の直撃を受けました。新聞社で仕事をしなが

ら被災当事者として、また勤労市民として７年ほど仮設住宅等で独居高齢者への寄り添

いなどボランティアを行いました。沖縄では数少ない大災害経験者・復興従事経験者と

して、地域の備えに関する情報支援や東日本大震災支援に関わっています。災害ボラ

ンティアとして、元新聞人として、また社会福祉士として、神戸・沖縄・東日本大震災被

災地での活動を通じて得た情報から、分野を超えた視点で「備え」についてお話しします。 

沖縄大学地域研究所 特別研究員 

伊佐区民の減災への取り組み 
宮城 奈々子 氏 

 宜野湾市伊佐区は本島西海岸の埋立地に位置しており、区民の間には「津波」をはじ

めとする自然災害に対する危機意識があります。このため、区民が一体となって災害に

強いまちづくりを目指し、様々な取り組みを行ってきました。 

 その中から、「津波一時避難ビル指定要請の取組」、「災害時避難所生活シミュレー

ション訓練」、「災害時要援護者を地域で支援する取組」、「護岸・河川・電柱・信号機柱

への津波避難啓発標示板設置の取組」など、減災を目指す伊佐区の取り組みをご紹介

します。 

宜野湾市伊佐区自治会長 

NHK放送総局解説委員室 解説委員 

たか   ひでこ 

まつもと    ひろし 

いながき さとる 

みやぎ   な な こ 


